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平成１９年１月３０日 
京 都 市 

 
新景観政策案に対する市民意見等を踏まえた京都市の考え方及び対応方針 

 
 

昨年１１月２７日から１２月２８日までの間，「新たな景観政策（素案）」に対する

市民意見（パブリックコメント）の募集を実施したところ，約 1 箇月の募集期間中に

５７６通の意見書，延べ１，４１０件に及ぶ貴重な御意見をお寄せいただきました。 
これらの御意見につきましては，一つ一つ丁寧に精査してまいりましたが，この度，

その主な御意見を踏まえた京都市の考え方及び対応方針を，下記のとおり取りまとめ

ました。 
今後，これらをホームページ，市民しんぶんをはじめ様々な機会を通じて市民の皆

様にお知らせしていくとともに，お寄せいただいた御意見をさらに精査し，現在準備

を進めている条例案や都市計画案などに取り入れるべきものは取り入れ，２月市会に

提案して御審議いただき，その後，京都市都市計画審議会等に御諮りしてまいります。 
 
（参考）御意見の分野別総数 

分  野   意 見 数   割  合 （％） 
 １ 総   論 ３９４    ２７．９ 
２ 高 さ      ３６９    ２６．２ 

 ３ 美観地区等      ２１７    １５．４ 
 ４ 風致地区等            ３５     ２．５ 
 ５ 屋外広告物      ２９８    ２１．１ 
 ６ 眺 望 景 観       ２２     １．６ 
 ７ そ の 他       ７５     ５．３ 

合   計    １，４１０   １００．０ 
 
 

記 
 
１ 高さ規制に関すること  

  
 
 
 
（１）基本的な考え方 

ア わが国は，それぞれの都市がその個性を発揮し，都市としての魅力を競い合

う本格的な都市間競争の時代を迎えようとしています。今回，京都市がご提案

【主な意見①】 

◇ 高さ規制を強化すると資産価値や都市の活力が低下する。 

（参考資料） 
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している景観政策案（以下「新景観政策案」という。）は，１２００年の悠久

の歴史の中で育まれてきた京都の伝統・文化を表象する優れた景観を，「忍び

寄る破壊」からしっかり保全・再生し，わが国を代表する「京都ブランド」を

より確固たるものにしてゆくために，どうしても今講じなければならない政策

です。 
イ 規制を強化することは，市民の皆様に一時的に痛みを伴うことがあることは

十分承知していますが，京都の景観を保全，再生することで都市の品格と魅力

の向上という新たな付加価値が生まれるとともに，都市活力や居住環境の一層

の向上にもつながり，そのことが，ひいては個人の資産価値にも反映されてい

くものと考えていますので，是非とも市民の皆様のご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 
 
 
 
 
（１）基本的な考え方   

新景観政策案による新たな高さの基準は，直ちに既存のマンションに適用され

るものではありませんので，住み続けていただくことはもとより，修繕やバリア

フリー化・耐震化のための改修工事も可能です。また，新たな高さの基準を超え

ているマンション等が全て建替えできなくなるというものではなく，当該敷地の

建ぺい率，容積率，前面道路幅員の他，敷地の規模，形態，或いはいつ建築され

たのかによって個別に見極める必要があります。 
（２）対応方針 

 良好な景観形成等のために建て替えを計画されている方に対しては建て替えの

ための合意形成に困難なことも生じることが予想されることに鑑み，円滑な建て

替えを図るうえで必要と考えられる，専門家の派遣による相談体制や工事費に対

する低利融資制度の支援策を平成１９年度予算に盛り込んでまいります。 
① アドバイザー派遣制度の創設 

     分譲マンションにお住まいの方からの要請に応じて，建替えに向けての法

制度，建設費，建築計画等に関する専門家をアドバイザーとして派遣 
   ② 建替えに係る低利融資制度の創設 
     建替えに必要な資金を通常より低い金利（19．1．30 現在：０．９％）で

お貸しできる新融資制度 
   ③ 分譲マンションの建替え工事費等の助成に関する制度の創設 

※ 今後，具体的な事例が出てきた場合に，更に建替え工事費（共用部分

等を対象）等に対する助成制度の創設も必要と考えております。 
   これらを有効にご活用いただき，円滑な建替えが進むよう京都市も支援してま

いります。 
   また，新景観政策案の中に高さに関する特例許可制度を創設することにしてお

【主な意見②】 

◇ 新しい基準に適合しない既存の建物は，建替えができなくなる。 
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り，良好な景観を形成するための建替えや地震などにより被災した場合の建替え

でもこの制度を活用することができます。 
 
 
 
 

基本的な考え方 

今回の高さ規制は，市民の皆さんの共有の財産である京都の景観を守るために

都市計画として定めるものであり，財産権に含まれる社会的な制約として，補償

の対象にはならないと考えています。 
一般に，財産権は，必ずしも自由に行使できるものではなく，調和のある共同

生活を営む上において，社会的な制約がその権利の中に含まれているとされてお

り，その財産が使用できなくなるなど，極端な財産権の制限でない限り，財産権

に制約が課せられることに対して，補償の対象にはならないとされています。 
      
 
 
 

基本的な考え方 

高さの例外許可制度については，安易な運用は厳に慎まなければなりません。

しかし，画一的な基準の運用のみでは，地震などにより被災した場合の建替えに

支障を来たしたり，地域や都市の景観の向上に貢献する優れた計画を誘導できな

い場合，市民生活や都市の発展に必要な施設の整備に支障を来たす場合も生じま

す。 
       地域や都市の景観に十分配慮しながら、一定の弾力的な運用を行うことにより，

優良な建築物を誘導し，良好な市街地の形成が可能になるものと考えています。 
  今回，高さの例外許可制度（景観誘導型許可制度）を創設しようとするのは，

このような理由によるものです。 
なお，この許可制度の運用に当たりましては，公平性，透明性の確保を図るた

め，周辺住民に対する計画の説明や意見聴取，第三者機関による審査などの仕組

を設けてまいります。 
 
２（広義の）デザイン規制に関すること  

 
 
 
 
 
 

【主な意見③】 

◇ 財産権の侵害であり，損失補償が必要ではないか。

【主な意見④】 

◇ 高さの例外許可制度を設けるべきではない。

【総括的な意見】 

◇ 設計上の創意工夫が活かせないような硬直的で細かすぎる基準とすべきでな

い。 
◇ 大まかな基準の決定を行い，詳細なデザイン基準は設計事務所等も入れ，行

政内部で十分検討してはどうか。協力していきたい。
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（１）基本的な考え方 

ア 新景観政策案における，建ぺい率の強化等を含む広義のデザイン基準は，各

地区のそれぞれの景観特性を発揮しながら，一定の統一性をもった良好な町並

み景観を形成する上で極めて重要なものです。 
イ これまで，本市の風致地区や美観地区で採用されてきたデザイン基準の実績

等を検証することで，地区の景観特性に応じた，一定の統一性と明確さを持つ

デザイン基準を定め，かつ，優れた建築物を設計するための創意工夫を可能と

する柔軟性を備えた基準とすることを考えています。 
ウ これにより，例えば，各地域の皆さんが協働して創意工夫を活かした独自の

基準の追加を京都市に提案いただくことも可能となります。 
（２）対応方針 

① 例外の許容 

地区別基準を大括りするとともに，各地区の共通事項に定めている基準を

最小限のものとし，数値を記入できるものは記入したうえで，「原則として」

という用語を挿入して運用に一定の幅を持たせるとともに，景観地区計画書

の中に設計の創意工夫を可能とする特例措置を組み込むことにより優良な提

案にも対応できる制度にします。 
   ② 成長するデザイン基準 

また，審査実務の中で得られた優良な提案や地区からの提案を，デザイン

基準の中に随時取り入れ，基準の充実を図っていく，いわば「成長するデザ

イン基準」とし，併せて審査体制の充実と職員の資質の向上を図ってまいり

ます。 

 
 
 
 
 
（１）基本的な考え方 

   一般に，狭い歩道空間の道路の境界ぎりぎりに建築された場合，特に人の往来

の多い繁華街の店舗等については，にぎわいの創出や円滑な人の流れを確保する

うえでも，配慮が必要と考えています。現在においても，建築基準条例によって，

物品販売業を営む店舗などのように不特定多数の人が利用する一定規模以上の建

築物については，「前面空地」の設置が要求されております。 
 
（２）対応方針 

   ○ 壁面後退を景観計画の中で努力義務化 
     幹線道路の道路境界からの壁面後退の規制については，できるだけ壁面後

退するべきである旨を，景観計画の中に努力義務として定めます。 
 

【具体的な意見の例①】 

◇ 幹線道路沿道に面した建築物の，道路境界からの１ｍの壁面後退と，１，２

階部分の３ｍの壁面後退は厳しすぎる。 
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（１）基本的な考え方 

都市の緑化は，優れた町並み景観の形成だけでなく，潤いのある都市環境と安

らぎのある暮らしのために極めて重要です。建築等の工事と併せて，「緑」を増や

していく建築主一人ひとりの努力と協力が大きな効果を生み，町並み全体の品格

の向上にもつながるものであり，このため一定の基準は必要と考えています。 
（２）対応方針 

      ① 緑化基準の見直しと地区の限定 
緑化規定を設ける地区を，美観地区の山裾や水辺等の自然との関わりが大

きい山麓型地区と岸辺型地区とし，基準についても，一定規模以上の敷地に

対して道路側，河川側等への中木，高木の植樹を求める基準とします。 
   ② その他の地域の緑化 

        上記の①以外の地域については，できる限り空地について緑化するべきで

ある旨を，景観計画の基本方針の中に努力義務として定めます。 
 

 

 

 

 
 

 

（１）基本的な考え方 

ア 三方を低くなだらかな山並みに囲まれた自然との共生の中で，１２００年の

歴史を積み重ねてきた京都においては，日本の建築文化を代表する京町家等の

木造建築物や，それらの伝統的建築物によって形成されてきた歴史的町並みが

まだ多く残っており，その和風屋根の風情が歴史都市・京都の景観の大切な要

素となっています。 

盆地の中に形成された都市である京都は，上から美しい町並みを眺める視点

も多く，このような京都において建築される建築物については，歴史的風情と

調和した屋根の景観の形成も重要な課題です。 

イ 今回，ケラバについての基準を定めているのは，山裾や水辺など，自然との

関わりの深い地区等としており，西陣や職住共存地区等，軒を連ねて建ち並ぶ

歴史的な通り景観を有する地区においては，特に定めていません。 

（２）対応方針 

   ○ ケラバを規制する地区における例外の許容 

新景観政策案は，地区をその特性ごとにきめ細かく区分し，それぞれの地

【具体的な意見の例②】 

◇ 「３００㎡以上の敷地で空地の５０％以上，３００㎡未満の敷地で空地の３

０％以上」とする美観地区等の緑化基準が厳しすぎる。 

【具体的な意見の例③】 

◇ ケラバの出を３０ｃｍ以上とると，間口４ｍの敷地では間口３．６ｍの家が

建てられない。 

（注）ケラバ : 切妻勾配屋根の妻側の屋根の端部をいい，傍軒（そばのき）

ともいいます。 
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区に相応しいデザイン基準を定めることとしています。ケラバについては和

風の屋根の基本ではありますが，特にケラバの数値を定めるのは，山麓型や

岸辺型美観地区等とし，「原則として」という用語を挿入することにより，例

外（狭小な宅地の建替え等）を認めることとします。 

 

 

 

 

 

（１）基本的考え方 

ア 歴史的市街地及び河川沿いは，２階建ての伝統的な京町家が軒を連ねるなど，

風情ある町並みを形成しており，この町並み景観が京都らしい風情を醸し出し

ている重要な要素となっています。この風情を継承するため，新たな建築活動

においても周辺の町並みと協調した計画が大切となります。 
  イ また，歴史的市街地外においても，自然景観や周辺の低層建築物との形態上

の調和を図ることにより，良好な町並み景観を形成することが大切です。 
（２）対応方針 

   ○ 例外の許容 

歴史的市街地及び河川沿いにおいては，京町家の建ち並ぶ町並み景観等と

の調和を図るため，３階以上の壁面の後退規定を定めておりますが，既に新

景観政策案の中に，建築物の規模，用途，構造等によって壁面の後退が困難

な場合に，周辺の景観，環境の向上に資すると認められるものについての特

例の措置を設けていますが，新たに既存の敷地の形状等において止むを得な

いと認められる場合，例外措置も定めます。 
     また，歴史的市街地外の郊外に建つ建築物については，周辺への威圧感の

低減を図るため，一定の配慮を求めることとします。 
 
 
 
 
 
（１）基本的な考え方 

ア 京町家等の建ち並ぶ町並み景観は，道路に面した軒や外壁面が揃っているこ

とが大切な要素になっています。建築物の前面に駐車スペース等の空地ができ

ると，町並みの連続性が途切れ，歴史的風情が損なわれることがあり，このよ

うな場合に，屋根付き門扉等の設置により町並みの連続性を保つことも京都の

歴史的町並みを守るための有効な手法です。 
イ また，山裾や水辺に面した敷地においても，道路に面した空地部分に塀や生

垣を配することにより，良好な通り景観を形成するための有効な手法です。 

【具体的な意見の例④】 

◇ 公共用空地に面して，1，2 階の壁面より３階の壁面を９０ｃｍ以上後退する

ことが義務付けられるため,以前より家が小さくなる。 

【具体的な意見の例⑤】 

◇ 開放された駐車スペースに門扉が必要な基準になっている。狭小敷地には無

理な基準である。 
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（２）対応方針 

   ○ 例外の許容 

門扉等を設置することの例外（狭小な宅地の建替え等）を認めることとし

ます。 
 

 

 

 

 

（１）基本的な考え方 

ア 世界遺産周辺等の良好な風趣と住環境の保全のため，これまでの実績に鑑み

れば風致地区の拡大は必要で有効な取組です。 

イ また，従来から，基準の施行日以前から存在している既存の敷地等について

は，狭小などの理由により新たな基準に適合させることが困難と認められるよ

うな場合において，例えば，壁面後退規制に関する緩和などの「特例的な救済

措置」を行っていましたが，その仕組については，今回変更していないので従

来と同様です。 

（２）対応方針 

   ○ 各基準の組合せの見直し 

今回拡大しようとする地域については，その拡大の目的に応じて，風致地

区における高さや建ぺい率，緑地率等の各基準の適切な組合せを行っていく

こととします。 

具体的には，例えば，世界遺産周辺において風致地区を拡大した地域につ

いては，主に，世界遺産の境内等からの眺めと，世界遺産周辺の風情との調

和を目的としたものであることから，建ぺい率，緑地率などについて定めな

いこととします。 

 

３ 屋外広告物規制について  

  
 
 
 
 
 
（１）基本的な考え方 

ア 屋外広告物は，都市の良好な景観形成に大きな影響を与える重要な要素です。

良好な屋上景観を創出し，優良な屋外広告物による美しい品格のある都市景観

を形成していくことは，京都の魅力の向上と付加価値を高めるうえでどうして

も必要であり，ひいては都市の活力の増大につながるものです。 

【具体的な意見の例⑥】 

◇ 風致地区として拡大した地区等の基準の適用に当たり，壁面線の後退などに

ついて，狭小敷地への配慮がほしい。 

【具体的な意見の例①】 

◇ 屋上屋外広告物の全市での禁止は厳しすぎる。 
◇ 商店街の活力がなくなる。 
◇ 経過措置の期間をもっとほしい。 
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イ 広告物も「量から質」の時代と言われています。また，誰の目にも入ってし

まう広告には公共的責任があるとも言われています。規制と事業者の努力によ

って美しい景観を創出させ都市の活力を生み出してきた欧米の先進的な都市の

例に見習い，今こそ，歴史都市・京都の地から美しい景観形成へのイニシアチ

ブを取る屋外広告物を発信していく必要があると考えています。 

ウ また，屋外広告物は，そこに表示されている情報を発信するだけでなく，屋

外広告物自体も一つの景観として発信するものです。優良な屋外広告物は，そ

の看板自体も人の目と心を和ませ，より鮮明に情報を伝えることができること

になります。 

（２）対応方針 

   ○ 経過措置に関する新たな仕組の導入 

できるだけ早く，新たな基準に適合する屋外広告物に切り替わっていくこ

とによって，繁華街等の景観の状況が改善され，京都の都市景観は見違える

ようになると考えています。屋外広告物は，それだけの影響力を持っている

ものであり，一律に経過措置の期間を延長することは適当ではありませんが，

一定期間内にすべての屋外広告物を新しい基準に適合させていくために，経

過措置に関する新たな仕組を導入することとします。 
具体的には，屋外広告物については，すべて新景観政策の施行後に行われ

る更新のうち一回だけは従来の基準による許可を受けることができること

としていますので，屋上屋外広告物も含め，現在の基準に適合するものは，

新たな基準の施行前直近の許可の時期によって，新たな基準の施行後，３年

超から６年までの範囲で従来の基準に基づく存続が可能です。加えて，その

許可の期限が到来するまでに，改善時期等を明確にした改善計画書が提出さ

れた場合については，すべての屋外広告物について，新たな基準の施行日か

ら７年を限度として，その改善の履行を見守る，いわば宥恕期間を設けるこ

ととします。 
 

 

 

 

 

（１）基本的な考え方 

屋外広告物は，都市の品格を決定する重要な要素の一つですから，建築物のデ

ザインとも調和した屋外広告物の基準の強化が必要です。 
（２）対応方針 

   ○ 表示率の見直し 
今回の基準では，建築物と屋外広告物との関係をより密接に検討するため，

建築物の壁面の面積に対する屋外広告物の面積の割合（表示率）を，きめ細

かく定めるとともに，壁面への配置のバランスに関する基準も定めました。

【具体的な意見の例②】 

◇ 基本的には賛成であるが，繁華街については，賑わいの創出の観点から規制

にメリハリを付けてはどうか 
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しかしながら，商業地域においては，屋外広告物とまちの賑わいとの関係が

重要であると考えていますので，四条通，河原町通などの繁華街において，

その地域特性を配慮して屋外広告物の表示率を見直すこととします。 
 

 

 

 

     
（１）基本的な考え方 

点滅式照明や回転灯などの可動式照明は，刺激的で強い印象を与え，景観に対

して悪影響を及ぼすこと，また，警告や注意を促すための点滅式照明や可動式照

明と混同する恐れがあるので禁止しようとするものです。 

なお，点滅しない照明を使用した一般の屋外広告物はもちろん，点滅しないネ

オンサイン，電光ニュース板等の可変表示式屋外広告物は，禁止するものではあ

りません。また，建物の装飾のための照明やイルミネーションなどは屋外広告物

ではなく，対象外です。 
 

 

 

 

 

（１）基本的な考え方 

京都の優れた景観を保全，再生していくためには，行政はもちろん，市民，事

業者がそれぞれの立場で京都の都市格の向上のために努力していただく必要があ

ります。本来，「違反」は許されるものではなく，行政としては，違反の撲滅に一

層強力かつ重点的に取り組んでまいります。 

（２）対応方針 

   ○ 違反対策の強化 

新景観政策の実施に併せて，違反広告物や違反広告主等に対する指導を強

化してまいります。特に施行日までの期間に重点的かつ強力に取り組んでま

いります。 

     具体的には，悪質な違反に対して，告発，代執行も視野に入れた強力な取

組を集中的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

【具体的な意見の例③】 

◇ 市内全域で点滅式屋外広告物を禁止するのは厳しすぎるのではないか。町が

暗く寂しくなるのではないか。 

【具体的な意見の例④】 

◇ 違反広告物の多い実態に鑑みると，規制が厳しくなれば広告主は違反業者に

仕事を発注し，正直者に仕事がこないことになる。 

【具体的な意見の例⑤】 

◇ 景観に調和した優良な屋外広告物であれば，規制に合わなくても許可すれば

よいのではないか。 
◇ 京都の景観にマッチした広告物のコンテストを開いてはどうか。 
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（１）基本的な考え方 

屋外広告物は，都市の良好な景観形成に大きな影響を与える重要な要素であり，

新景観政策案においては，規制強化，違反指導の強化と併せて，優良な屋外広告

物の誘導の３つの施策を一体的に行うことにより，京都の優れた景観の保全，創

出を図ろうとするものです。 

そのため，新景観政策案においては，次の２つの誘導施策を提案しています。 

＊ 優良屋外広告物表彰制度 

既設の優良な屋外広告物を表彰し，許可期間の延長などの誘導策を導入し

ます。 

＊ 優良屋外広告物特例許可制度 

基準に適合しないものであっても，意匠が優良な屋外広告物で，良好な景

観の形成に寄与するものについては，審議会に付議し，例外的に許可する制

度を創設します。 

（２）対応方針 

○ 優良屋外広告物デザイン助成事業の創設 

平成１９年度予算に，商店街や一定のまとまった地域等が景観に配慮した

優良なデザインの屋外広告物を設置するために要する調査費や製作費等の一

部を助成する制度を盛り込みます。 


